
第９回西日本選抜学童軟式野球香川大会（オリーブカップ香川） 実施要項 

 

 

趣    旨  日頃お世話になっている近県のチームをご招待し、野球を通じて青少年の 

健全育成と少年野球の発展のため、また、お互いのレベルアップと親睦を 

目的とする大会です。 

 

主    催  西日本選抜学童軟式野球香川大会実行委員会 

 

後    援  香川県軟式野球連盟学童部 

 

協    賛  ナガセケンコー株式会社  株式会社共同写真企画 

        株式会社ハーモニーフーズ 

 

会    期  令和６年 ２月１７日（土）～１８日（日） 

             ２月１７日（土）開会式 ８：３０～  

※受付７：３０～８：００ 

             ２月１８日（日）閉会式１４：３０～  

 

        ※グラウンドコンディション不良の場合 

        ・初日不良の場合は、２日目に初日の日程を行います。 

        ・２日目不良の場合は、中止とします。 

        ・両日不良の場合は、中止とします。 

 

会 場  【開会式】丸亀市民球場（１７日）  

＊雨天の場合は丸亀市民球場屋内練習場 

【競 技】丸亀市民球場、坂出番の州球場、三原記念球場 

綾川ふれあい運動公園野球場 

         【閉会式】丸亀市民球場（１８日） 

 

参 加 資 格  （１）６年生による２チーム以上の合同チーム 

（２）ユニフォームは統一していなくてもよいが、背番号は通し番号とす 

る。 

         （３）選手は保護者の同意を得、医師の健康診断により健康と認められた 

者であること。 

 

参 加 料  １チーム ２０，０００円とする。（開会式受付の際納入のこと） 

 

組合せ抽選  代理抽選とします。 

 

 

 



監 督 会 議  ２月１７日（土）午前８時１５分より、丸亀市民球場第３会議室にて 

行います。監督・主将は必ずユニフォームでご出席ください。 

 

表    彰  優勝 １チーム、準優勝 １チーム、第三位 ２チーム 

 

競 技 規 則  （１）２０２３年公認野球規則および大会特別規定による。 

         （２）大会特別規定は別に定める。 

         （３）試合球は全日本軟式野球連盟公認球（Ｊ球）とする。 

（４）その他の使用用具は、全日本軟式野球連盟公認のものとする。 

 

競 技 方 法  （１）トーナメント方式で行う。 

（２）試合は６回戦とし、試合時間は９０分とする。 

         （３）１、２回戦は同点の場合、抽選で勝敗を決定する。 

準決勝戦は同点の場合、特別延長戦を１回行い、なお同点の場合 

は抽選で勝敗を決定する。 

決勝戦は時間制限無しとし、同点の場合は特別延長戦を１回行い，  

           なお同点の場合は決着するまで行う。 

※一日目・二日目に敗戦したチームは、その日にチームの審判による 

交流戦を行う。 

 

大会中のけがおよび事故等について 

        当大会でのけがおよび事故（車などでの移動中、駐車場での事故、盗難等 

も含む）については、主催者は一切の責任を負わないのでご了承ください。 

 

宿    泊  宿泊の斡旋はいたしませんので、各チームで手配をお願いいたします。 

 

弁    当  別紙申込書により業者へ直接お申し込みください。 

 

懇 親 会  行いません 

         

 

事 務 局  香川県軟式野球連盟学童部 事務局 

〒760-0080香川県高松市木太町５０１５－５ 

         電話 087-866-4913 携帯 090-9839-7122 ＦＡＸ087-866-4917 

           Ｅ－ｍａｉｌ  

ｇａｋｕｄｏｕ－ｂｕｋａｉ@ｃａ．ｐｉｋａｒａ．ｎｅ．ｊｐ 

        平日１０：００～１４：００ 

 

 

 

 

 



第９回西日本選抜学童軟式野球香川大会（オリーブカップ香川） 特別規定 

 

 

１．会場特別ルール 

   ① 試合会場特別ルールは、それぞれの会場で試合前に説明を行います。 

２．公認球 

   ① 公認試合球は、ナガセケンコーボールＪ球を主催者側で用意します。 

３．選手登録（ユニフォーム） 

   ① 選手登録人数の制限はありません。 

   ② ユニフォーム及びスパイクは、各地区の連合チームのため統一しなくてもよい。 

   ③ 監督（３０）、コーチ（２８、２９）及び選手の背番号（０～２７）は重複し 

ないようにお願いします。 

   ④ ベンチ入りの大人は、監督、コーチ２名、責任者、スコアラーの５名までとし 

ます。 

   ⑤ 監督、コーチはユニフォーム着用。責任者、スコアラーは見苦しくない服装と 

します。 

４．投 手 

   ① 選手の肘・肩の障害予防として、一人の投手が１日に投球できる数は７０球以内

とする。この投球数制限は、選手が安全に安心して健康で野球を楽しむことを目的

としている。 

また、試合中規定投球数に達した場合、その打者が打撃を完了するか、攻守交代

まで投球できる。 

５．審 判 

   ① ≪一日目≫ 

球審，二塁塁審は主催者側で準備しますが、一塁・三塁塁審は当該試合チーム 

から出していただきます。（交流戦は各チームで行う。） 

≪二日目≫ 

 球審、塁審ともに主催者側で準備します。 

６．応 援 

   ① 鳴り物は会場によって制限があります。拡声器等は禁止します。 

② 応援が相手チームの野次にならないよう各チームのマナーに注意願います。 

③ 本部席上、ベンチ上での応援、ビデオ、写真撮影は禁止します。（指定報道陣 

は許可） 

７．その他 

   ① ６回終了または９０分経過後同点の場合は、最終メンバー各９名により抽選で 

勝敗を決定します。 

   ② 試合中の抗議は、監督または当該プレーヤーとします。 

   ③ オーダー表（５部）は前の試合の３回終了または３０分前までに提出ください。

オーダー表確認後に、各チームの監督、主将は審判員立ち会いで攻守を決めます。 

   ④ 試合終了後は、グラウンド整備のため各チームの選手５名以上出してください。 

 


